様式第１６（第４０条関係）（第一面から第三面まで）

	認定申請書

申請年月日　 　　2023年　12月　22日
　
　　経済産業大臣　殿
（ふりがな） りんないかぶしきがいしゃ
一般事業主の氏名又は名称  リンナイ株式会社       
（ふりがな） ないとう　ひろやす      
（法人の場合）代表者の氏名  内藤　　弘康      印   
住所　〒454-0802
愛知県名古屋市中川区福住町2-26
法人番号　2180001021323　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　情報処理の促進に関する法律第３１条の認定を受けたいので、下記のとおり申請します。

	記
情報処理システムの運用及び管理に関する指針に関する取組の実施状況

　(1) 企業経営の方向性及び情報処理技術の活用の方向性の決定
	公表媒体（文書等）の名称
	1 中期経営計画2021―2025
2 リンナイレポート2023（統合報告書）

	公表日
	1 中期経営計画2021―2025
公表日：2021年5月12日

2 リンナイレポート2023（統合報告書）
公表日：2023年8月31日

	公表方法・公表場所・記載箇所・ページ
	1 中期経営計画2021―2025 P.5～P.9、P.19

公表場所：
リンナイHP > 株主・投資家情報 > 決算情報 > 2021年3月期[第71期]<2020年度> > 中期経営計画と2021年度計画

公表URL：https://www.rinnai.co.jp/ir/document/pdf/202103outlook.pdf

2 リンナイレポート2023（統合報告書）P.21

公表場所：
リンナイHP > CSR・社会・環境 > リンナイレポート（統合報告書） > PDF一括ダウンロード[冊子版 33ページ]

公表URL：
https://www.rinnai.co.jp/csr/report/pdf/report2023.pdf

	記載内容抜粋
	今後、加速が見込まれる環境変化
　・カーボンニュートラルへの取り組み
　・ニーズの変容とニューノーマルの定義
　・デジタル化の進行

これらの環境変化を踏まえ、中期経営計画「New ERA 2025」を策定しております。

New ERA 2025
創業101年目となる2021年からを、新時代（New Era）と捉え、事業規模の拡大（Expansion）と企業体質の変革（Revolution）を通して、社会課題解決への貢献（Advancement）を図る

目指す姿
　ブランドプロミス
　　Creating a healthier way of living
　　-リンナイは、健全で心地よい暮らし方を創造します-
　⇓
　リンナイが取り組むべき社会課題
　　◆生活の質の向上　◆地球環境問題への対応
　⇓
　目指す姿
　　あらゆるエネルギー源を活用し、 
熱と暮らし・健康と暮らしの分野における
世界の社会課題をコア技術で解決することで
持続的で堅実な長期成長を図る

戦略ストーリー
　「社会課題解決への貢献」、「事業規模の拡大」、「企業体質の変革」を軸とした3つの戦略ストーリーを策定
　社会課題解決への貢献
　　・生活の質の向上
　　・地球環境問題への対応
　事業規模の拡大
　　・地域領域の拡大
　　・事業領域の拡大
　企業体質の変革
　　・消費者志向への変革
　　・収益力の強化
　　・無形資産への重点投資

情報処理技術活用の方針
　生活の質向上における本質的なニーズの収集を行い、商品企画や販促企画に結びつけるデジタル・トランスフォーメーション(DX)の枠組みで、デジタルとリアル両面で新たな消費者とのコミュニケーション導線を構築地、消費者が安心と楽しみを得るブランド体験を通して、生涯にわたって消費者価値を提供し続けるビジネスモデルを創り上げる

	意思決定機関の決定に基づいていることの説明
	取締役会の承認のもと公表




(2) 企業経営及び情報処理技術の活用の具体的な方策（戦略）の決定
	公表媒体（文書等）の名称
	1 リンナイレポート2023（統合報告書）


	公表日
	1 リンナイレポート2023（統合報告書）
公表日：2023年8月31日

	公表方法・公表場所・記載箇所・ページ
	1 リンナイレポート2023（統合報告書）P.45～P.46

公表場所：
リンナイHP > CSR・社会・環境 > リンナイレポート（統合報告書） > PDF一括ダウンロード[冊子版 33ページ]

公表URL：
https://www.rinnai.co.jp/csr/report/pdf/report2023.pdf

	記載内容抜粋
	　中期経営計画「New ERA 2025」において３つの戦略ストーリー（社会課題解決への貢献、事業規模の拡大、企業体質の変革）を策定しており、DX（デジタルトランスフォーメーション）を活用することで、数値的な目標の達成を含め戦略の実現を確かなものとしていきます。お客様やビジネスパートナーとの接点を強化し、生活の質の向上に寄与する商品やサービスをタイムリーに提供することで社会課題解決への貢献をめざします。また、事業部門や管理部門の業務プロセスにおいてデジタル技術を活用することによって徹底的に見直し、企業体質の変革や事業規模の拡大につなげていきます。

取り組み事例1
　スマートフォンからお風呂や浴室暖房乾燥機、床暖房、パネルヒータが操作できるリンナイアプリでは、商品の利用状況やセンサー情報を収集することが可能です。これらの情報を分析し活用することで、お客様の生活様式に合わせた使い方の提案やお客様のお困りごとに対する解決につなげ、生活の質の向上に寄与していきます。また、魅力ある新たなサービスを提供することで事業領域の拡大につなげていきます。

取り組み事例2
　ビジネスパートナーとリンナイをつなぐ新しい情報コミュニケーションプラットフォームとして「RinnaiBiZ（リンナイビズ）」を公開しております。商品の最新情報をはじめ、買替・在庫検索、カタログ閲覧や施工情報などの業務支援サービス、販売強化につながるさまざまなコンテンツを公開しビジネス現場にて活用いただいています。日々の営業活動にて蓄積している情報と「RinnaiBiZ」の利用状況を掛け合わせて分析することで、最適な情報発信、提案、業務支援サイクルを構築し収益力の強化に努めていきます。

リンナイのDXは、事業活動で取得可能なさまざまな種類の情報を収集し、データ分析によって得られた知見から仮説と検証を繰り返し行い、ビジネスの機能アップを実現していきます。魅力あるサービスを提供することで利用者の拡大につながり、取得可能な情報量が増加することで、さらに機能アップが加速する好循環サイクルの構築をめざします。

	意思決定機関の決定に基づいていることの説明
	取締役会の承認のもと公表




　　① 戦略を効果的に進めるための体制の提示
	戦略における記載箇所・ページ
	1 リンナイレポート2023（統合報告書）P.46


	記載内容抜粋
	　推進体制としては、事業部門・管理部門それぞれの部門にDXを推進するメンバーを配置しています。さらに全社横断的なプロジェクトを発足し、全社を束ねる体制を構築しています。
　人材育成は、ビジネスの変革をリードする「DXビジネス人材」と、デジタル技術の活用によって戦略ストーリーを生み出す「DX技術人材」を「DX推進コア人材」と定義し、育成に取り組んでいます。併せてデジタル技術を活用したビジネスモデルに対応可能な力量を備えるため、全社的なスキルアップに取り組んでいます。



　　② 最新の情報処理技術を活用するための環境整備の具体的方策の提示
	戦略における記載箇所・ページ
	1 リンナイレポート2023（統合報告書）P.46


	記載内容抜粋
	技術環境の整備は、クラウド技術の活用によるスピーディな環境構築や運用の最適化を推進するとともに、新たな業務プロセスに柔軟に対応できるよう、システム全体の見直しを開始しています。データ管理基盤は、新たな価値創造に必要なさまざまな情報を蓄積し、分析できる環境基盤の構築に取り組んでいます。



(3) 戦略の達成状況に係る指標の決定
	公表媒体（文書等）の名称
	1 リンナイホームページ 決算情報 中期経営計画と2021年度計画
2 リンナイレポート2023（統合報告書）

	公表日
	1 リンナイホームページ 決算情報 中期経営計画と2021年度計画
公表日：2021年5月12日

2 リンナイレポート2023（統合報告書）
公表日：2023年8月31日

	公表方法・公表場所・記載箇所・ページ
	1 中期経営計画2021―2025 P.24

公表場所：
リンナイHP > 株主・投資家情報 > 決算情報 > 2021年3月期[第71期]<2020年度> > 中期経営計画と2021年度計画

公表URL：
https://www.rinnai.co.jp/ir/document/pdf/202103outlook.pdf

2 リンナイレポート2023（統合報告書）P.21～P.24、P.45

公表場所：
リンナイHP > CSR・社会・環境 > リンナイレポート（統合報告書） > PDF一括ダウンロード[冊子版 33ページ]

公表URL：
https://www.rinnai.co.jp/csr/report/pdf/report2023.pdf

	記載内容抜粋
	中期経営計画「New ERA 2025」を実現するため3つの戦略ストーリー（社会課題解決への貢献、事業規模の拡大、企業体質の変革）を策定し、DX（デジタルトランスフォーメーション）を活用することで、数値的な目標の達成を含め戦略の実現を確かなものとしてまいります。

中期経営計画「New ERA 2025」数値目標
　社会課題解決への貢献：売上高（2020年度比）50%UP

中期経営計画「New ERA 2025」進捗状況
　社会課題解決への貢献：「生活の質の向上」貢献商品 売上高 2020年度比+59%



(4) 実務執行総括責任者による効果的な戦略の推進等を図るために必要な情報発信
	発信日
	1 リンナイレポート2023（統合報告書）
公表日：2023年8月31日

	発信方法
	1 リンナイレポート（統合報告書）P.15

公表場所：
リンナイHP > CSR・社会・環境 > リンナイレポート（統合報告書） > PDF一括ダウンロード[冊子版 33ページ]

公表URL：https://www.rinnai.co.jp/csr/report/pdf/report2023.pdf

	発信内容
	社長メッセージ
企業体質の変革 ～ ブランド力のある企業・商品を目指して
　これまでにはない革新的なお客様とのつながりで新たな価値を創造しようとDXにも取り組んでいます。現在、顧客データの活用に長けた企業に学ぶ形で、当社にとっての最適なデータ分析の在り方と活用の仕方を探っています。



　(5) 実務執行総括責任者が主導的な役割を果たすことによる、事業者が利用する情報処理システムにおける課題の把握
	実施時期
	　　　2020年　10月頃　～　継続実施中


	実施内容
	DX推進指標による自己分析を実施し、IPAの自己診断結果入力サイトより提出。



　(6) サイバーセキュリティに関する対策の的確な策定及び実施
	実施時期
	　　　2015年　12月頃　～　継続実施中


	実施内容
	情報セキュリティ対策の実施 
当社では、激化するサイバー攻撃への対策として、コンピュータウイルス対策、不正アクセス対策、攻撃メール フィルタの強化などを実施しています。また、外部のセキュリティ専門業者と連携し、情報セキュリティ監視体制も 整えることで、サイバー攻撃の検知にも取り組んでいます。加えて、万が一攻撃を受けた際のことを想定し、対応・ 復旧措置にも力を入れ、サイバー攻撃被害にあわないよう、日々レベルアップに努めています。 



（注）(1)～(3)の取組において公表先のURLを提出しない場合は次の①の書類を、(4)の取組において情報発信内容を確認できるウェブサイトのURLを提出しない場合は、次の②の書類を添付すること。また、必要に応じて③、④の書類を添付できる。
①　(1)～(3)の取組における、公表を行っていることを明らかにする書類（公表先のウェブサイトの画面を印刷した書類等）
②　(4)の取組における、情報発信を行っていることを明らかにする書類（情報発信内容を確認できるウェブサイトの画面を印刷した書類等）
③　(1)の取組における企業経営の方向性及び情報処理技術の活用の方向性、(2) の取組における戦略を補足説明するための書類（最新の情報処理技術の変化による影響を踏まえた観点から決定していることを説明する書類等）
④　(5)～(6)の取組における、実施内容を補足説明するための書類



備考．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。


様式第１６（第４０条関係）（第四面）

（記載要領）
１．「申請年月日」欄は、経済産業大臣に認定申請書を提出する年月日を記載すること。
２．「一般事業主の氏名又は名称、代表者の氏名、住所」欄は、氏名については、記名押印又は自筆による署名のいずれかにより記載すること。一般事業主が法人の場合にあっては、住所については主たる事務所の所在地を記載すること。
３．一般事業主が法人の場合であって法人番号が記入されている場合は、一般事業主の氏名又は名称、代表者の氏名、住所の記載を省略することができる。
４．申請内容は正しく記載すること。認定後、虚偽または不正の申請を行ったことが判明した場合には、認定の取消し等所要の措置を講ずることがある。

